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本論文は、荘園市lの成立とその変質過程を、鎌倉幕府との関係から考察したものであるc
第一部「巾tt荘聞のすー荘とその特質」では、 A闘制を、干.家・摂関家・権門寺社に対する国家的給付の
負担を目的に、貴族屑が荘頃内の国務を請け負う体系とする独自の規定を行い、 12世紀におけるその形成
過程を具体的に分析している。
f北米の通説では、中世の荘園の成立を・帯進=立荘lで説明してきた。この根本理解を突き崩し、寄進
と灰別される寸)佳の同期件.を証明するために、 12tt紀設す.の荘闘の内部構造を検討してみると、荘闘は寄
進された免田等にとどまらず、それを上まわる同術館や他領を包摂しており、国街に対する官物、国家的
租税としての一国平均役や中央官司に対する公納物などを、荘園領主を経刑して進済していることが確認
できる。したがって、中世荘園には困街との収取関係が存在し'亡し、るのであり、私的土地所角・と考えるこ
とはでさないとする。
第ー掌「知行国支配の構造と中山荘園の形成|では、このような構造の荘園は、知行国支配にもとづく
国街領の領有体系を前提としてな持されたことを強調する。また第二章「王家領荘園の立荘」と第ス章
「寺領荘園の立荘」では、このような立荘が12世紀の王家領と権門寺院領に共通することを実証している。
中世証国の立荘ーとその{f続は、貴族層の詰負を組み込んだ新しい国街制支配の形態としてら評価しうる
とするo 中間社関を取に貴族層の私的大十.地所有とみるのではなく、むしろ院政という政治構造に携着し
た公領支配の中世的形態として位置づ、けるべきことを:主張している。
第一.部「荘園領有体系の変質と鎌倉幕府」では、中世荘園の領有体系については、下からの寄進の連鎖
にもとづく「職の体系」が通説の位置をしめてきたが、王家などによる中世荘閣のす.荘は職の重層性を導
かず、本家のもとで領家が預所職に補任されて荘園支配を請け負う構図が基本形であるという。
第四主主「中世荘闘の領宥体系と鎌倉幕府一「本家職、|の成立-Jでは、荘園領有体系の変質を取り上げ、
その過程を鎌倉幕府権力との関係に即して検証する。すなわち、 12世紀に確立した王家領や摂関家領の荘
園における上位者優位の領有体系は、 13世紀前葉の鎌倉幕府の没収・返付行為によって崩壊した。これに
ともない、王家のもつ荘園領主権や巾央貴族の随所職をめぐる安堵の申請や訴訟が鎌倉幕府に持ち込まれ、
その裁許を通じて幕府の進退権が顕在化していったとL、う。
これにより、 12世紀段階では本家=王家が恐意的に行使できた預所職に対する人事権は規制され、鎌倉
後期の王家分裂で荘閑領主権の伝領が混乱し、結果的に下仲.者の権利が強化されることになった。このよ
うな状況下で、鎌倉幕府の設置した地頭の納入する固定年員額をあらためて再配分する必要が生じ、新た
に「本家職一領家職jという契約関係が結ばれ、「木家職|が創出されたとする。
以 kによって、荘園の権益が成立時にいくつかの職として固定され、相続の対象になるという通説は否
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定され、荘園領主の職をめぐる鎌倉幕府の訴訟の重要性が問題となるという。
第三部「訴訟文書体系からみた鎌合幕府の件格」では、鎌倉後期の幕府訴訟の歴史的性格を文書体系の
上からあとづけている。従米、鎌倉幕府の訴訟手続は「当事者主義ーであり、訴訟文書等をやりとりする
主体は当事者であり、幕府側に裁判関係の文書や記録が保管されていなかったとされてきた。
これに対して、第六章「訴陳状の機能論的考察ー|では、鎌倉幕府の訴訟手続に登場する多様な文書の機
能について、古文書学的な視角から検討すると、鎌倉幕府は、訴訟文書の機能と文書聞の関係をきちんと
判別・保管しており、 13世紀後、ドにはその手続内容が高度仕されたとする。
第七草「裁許下知状の再発給と「原簿Jでは、裁許下知状の再発給や内容確認が、幕府の文庫に保管さ
れた「評定事書lあるいは担当挙行人の保管する「下知符案jによって行われていた事実を指摘し、当事
者と幕府をつなぐ奉行人(法曹官僚)の「家jの分析が課題であるとしている。
第八章「訴訟文書・記録の保管利周システムー鎌倉幕府の文庫と奉行人の「家J-Jでは、鎌倉後期の幕
府には、公式な文書保管施設としての文庫が存在し、ここに保管された「評定事書Jによって、外部に対
する発給文書の作成や機能、個々の宗行人が保存する個別案件の文書類の機能も保証されていたとする。
文庫には、各訴訟の担当挙行人ごとに文書が保管されていたと考えられ、当事者等と文庫のあいだに必ず
制当奉行人が介在しなければならない点で大きな限界があることを指摘している。
鎌倉幕府の訴訟手続が、鎌倉後期に驚異的な発達をみせることは、従来から指摘されてきたが、本論文
では、その実態が官僚制的な文書・記録の作成・保管・利用のシステムに裏打ちされていたことを明らか
にしている。それは、第一部で論じた経園領有体系の変質!こともなって、鎌倉後期に寅族社会側から大量
の訴訟が鎌倉へ持ち込まれる状況に幕府側が積極的に対処した結果であるとする。
論文審査の結果の要旨
本論文は、まず第一部「巾世荘園の立荘とその特質」において、荘園制を貴族の私的大土地所有の体系
とする常識を真っ向から否定する。これまで中世主聞は「寄進地系荘園」としてとらえられ、在地領主が、
国衝との対立から、その開発地を中央貴族に寄進することで成立したとされてきた。すなわち、寄進によっ
てu同が成立し、:者進地は|判街支配から離脱し、同衛領としての性格を払拭するとされる。
これに対して本論文では、中世荘園の典型である王家領荘園の轍荷な分析により、内部に広大な国街傾
を包摂して立荘されていることを明らかにしている。この実証的基礎にたって、中世荘園とは、 1世紀末
葉以来の知行国告J)のもとで発達した国街領の領-#を含むところに本質があるとする。巾央貴族は、荘園内
の同務を請け負うとともに収益も得ており、この点で「同務請負荘閑」と規定されるとしている。
以上のような中世荘園の成立ならびに構造に閲する理解は、 1990年代後半に提起されてきたものであり、
本論文は、その新しい潮流を代表するものと仲置づけることができる。これにより「寄進地系荘園|を軸
とする従来の中世荘閑理解は、恨本的な再検討を迫られることとなった。この点で、本論文の主張は、き
わめて高く評価できる。今後は、在地領主層の位置づけや寺社領荘園の分析を組み込んで、より包括的な
論理を作り上げていくことを期待したい。
第一.部「荘園領有体系の変質と鎌倉幕府Jでは、中柑荘園の領有関係、その変質と鎌倉幕府との関係が
|問題とされる。従来、中世荘聞の権益については、下位者からの寄進の連鎖によって、上位者優{守ーの階層
的な職の体系が形成され、それが立荘時から固定され、鎌倉時代を通じて相続されると理解されてきた。
これに対して、本論文では、第一部の中世荘園に対する新たな押.解にもとづいて、王家や摂関家によっ
て踊所職に補任された中央貴族が荘園支配を請け負うことを基本とすべきであると主張している。
13世紀前半の承久の乱などの内乱により、鎌倉幕府が所領の没収や再配分を行い、それに伴う訴訟も鎌
倉幕府が行うこととなった。これにより、 Lイウ者優位の領有関係が崩れ、王家や摂関家の預所職の任命権
??
??
は制約され、 F位者の権利が強化されたとする。これに対応して、下位者からの年貢の再配分のために、
主に鎌倉後期に本家駿が新たに作り出されたことを強調しているo この本家職をめぐる訴訟は鎌倉幕府に
持ち込まれ、その相続も鎌倉幕府の恵認が必要であったとするc
以上の第二百sは、中世荘陪!の領有関係やその変質に関する新たな浬解を積題的に押し進めるものである。
第ー部と相まって、中世荘園の理解を・新し、それを通して鎌倉幕府権力の性格を再検討しようとする意
欲的な内容となっており、高い評価に 1-分値すると判断される。本家職の成立について証明をより強回な
ものとすれば、さらに説得力が強まると考える。
第二部「訴訟文書体系からみた鎌倉幕府の性格jでは、第二部で重視した鎌合幕府の訴訟制度の!世史的
性格を検討している。通説では、鎌倉幕府の訴訟は当事者主義が原則であり、訴訟の終結以後、幕府相IJに
は、訴訟関係の文書や記録は保管されていなかったと考えられてきている。
これに対して本論文では、まず、訴訟関係文書の古文書学的な検討の結果、鎌倉説的は関係文書を整開・
保管しており、そのシステムは鎌倉後期に高度に発展したことを明らかにしている。また、奉行人の家ご
とに、訴訟の関係文書が保有されていたが、幕府には、それを超越する公的な文書保管施設としての文庫
が存在していたこと、この文庫に判決版本以ドの訴訟文書が保管されていることが、幕府発給文書の裏付
けとなっていること、しかし、文庫内の書類は、奉行人ごとの一件書類として整理されていたため、書類
参照のためには個々の宗行人を介する必要があるという限界をもっていたことなどを解明している。
第三部は、訴訟関係文書の整理・保管という観点から、鎌倉幕府訴訟の実態を明らかにすることにかな
り成功している。この分野の研究はながらく停滞していたが、本論文は、それを一挙に押し進めたものと
して注目に値する。公的文庫の存在の指摘とその機能の解明は、訴訟における当事者主義という通説を大
きく修正するものである。今後は、鎌倉後期における幕府の訴訟システムの高度な発達が、幕府と朝庭と
の関係に与えた影響などを解明していくことが期待したいの
以上のように、本論文は、中世作闘の成立と構造、その変質と鎌合幕府との関わり、その変質を方向づ
けた鎌倉幕府権力の特質について、従来の通説を恨底的に批判し、斬新な中世荘園像、鎌倉幕府像を提示
して、パラダイムの転換を迫っているといいうる。この点で、本論文はパイオニア的研究であるというこ
とができ、その学問的価値は高いと評制することができる。本論文に対して、いくつかの希望を提示した
が、それは木論文の価値を低めるものではない。むしろこれらの課題を克服することを通じて、より精密
な中世荘園研究の体系を構築していくことが l分に期待しうると判断される。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博上(文学)の学位を授うするに値するものと認められる。
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